
コロナ禍における公共交通利用者数【路線バス】

※ 路線バスは新潟交通（株）が運行する路線バスの利用者数（新潟交通㈱HPより）
※ 路線バスの利用者数には、佐渡汽船線、空港リムジンバス線、免許センター線、観光循環線、イベント臨時バスは含まない

コロナ禍の現状と支援策 資料７

（千人）

（単位：千人）



2020年度 新潟市 コロナ禍における取り組み

事 業 名 実績額

① バス・タクシー事業者緊急支援事業 82,400千円

② 未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業 171,200千円

③ 未来につなげる公共交通キャンペーン事業 8,800千円

計
262,400千円

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、旅客需要が大幅に減少しているなか、公共
交通ネットワークを確保維持するために各種支援や実証実験、キャンペーンなどを展開



①バス・タクシー事業者緊急支援事業

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた国の緊急事態宣言及び県の措置等の影響下においても、市内公共
交通網の維持に努めた交通事業者に対し、運行支援を実施

◇支援対象者
市内に営業所（個人事業者は住所）を置く乗合バス、貸切バス、法人及び個人タクシー事業者で、今後も事業を
継続する意思がある者
〇 一般乗合・貸切旅客自動車運送事業者（乗合バス・貸切バス）
〇 一般乗客用旅客自動車運送事業者（法人タクシー）
〇 一般乗客用旅客自動車運送事業者（個人タクシー）

◇支援内容

◇支援実績
乗合バス事業者10社、貸切バス事業者16社、法人タクシー事業者30社、個人タクシー事業者350社に支援を
実施（実績額：82,400千円）

支援対象 支 援 額

乗合バス 基本額 50万円※
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき5万円貸切バス

法人タクシー
基本額 25万円※
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき2万円

個人タクシー
基本額 なし
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき2万円

※バス、タクシー両方を運行している事業者に関しては、バス基本額のみ適用となり、加算額についてはバス、タクシー両方適用



②未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業
将来に向け公共交通の利用促進を図ることを目的に、バスやタクシーの利用者に対して支援を実施

実施期間：2020年11月9日～2021年3月31日
実績額：171,200千円

（１）りゅーとポイントチャージ等（3,000円分）をプレゼント
【対象】市内に住民票を有する13～18歳及び市外から通学する中高生

市内の大学及び専門学校に在学している学生 （約82,000人）
・新潟交通ICカード「りゅーと」ポイントまたは区バス、住民バス等

共通回数券(いずれも3,000円分)と引換えが可能なチケットを配布

・実績：引換者数25,079人（対象者82,000人のうち約30.6%）
執行額：94,700千円

（２）ぶらばすチケットの半額購入補助（1日乗車券）
【対象】すべての利用者
・新潟交通㈱が販売する1日乗車券「ぶらばすチケット」購入料金の半額を補助
大人：1,000円⇒500円 小人：500円⇒250円

・実績：販売枚数23,304枚
執行額：11,600千円

（３）タクシーチケットの配布（300円券、約1,400台×200枚）
【対象】すべての利用者
・市内で運行するタクシーを利用すると、次回の利用時に使用

できるタクシーチケット（300円分）をタクシー車内で配布

・実績：使用枚数216,474枚（使用率76.4%）
執行額：64,900千円



②未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業

学生に引き換えチケットを送付する際に
モビリティ・マネジメント広報物を同封



③未来につなげる公共交通キャンペーン事業

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛や新しい生活様式の導入により、公
共交通の利用者数が大幅に減少している現状を踏まえ、先ずは利用者の減少を留め、
公共交通を未来に残していくための利用促進に係る広報キャンペーンを実施

コロナ禍においても継続して公共交通を利用
いただいている利用者に感謝の意を伝える広報（車内掲示等）

仕事術を介し行動変容を促すオウンドメディア創設未来につなげる公共交通サポーター企業制度創設

◇実績
・オウンドメディア創設（2021年7月9日時点 UU：7,282人、PV：16,705）
・JR東日本新潟支社管内駅舎や新潟交通グループ路線バス及び一部タクシー事業者車内に広報物掲載
・サポーター企業数：25社（ 2021年7月9日時点） ・キャンペーン全体実績額：8,800千円


